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は
じ
め
に

　

平
成
二
〇
年
は
、
一
一
月
に
イ
ン
ド
最
大
の
都
市
ム
ン
バ
イ
に
お
い
て
、
邦
人
一
人
を
含
む
約
一
六
〇
人

が
死
亡
、
邦
人
一
人
を
含
む
約
二
九
〇
人
が
負
傷
す
る
連
続
テ
ロ
事
件
が
発
生
す
る
な
ど
、
国
際
テ
ロ
情
勢

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
ま
ま
推
移
し
ま
し
た
。

　

北
朝
鮮
は
、
八
月
の
日
朝
実
務
者
協
議
に
お
い
て
拉
致
被
害
者
に
関
す
る
再
調
査
の
具
体
的
態
様
に
つ
い

て
合
意
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
権
交
代
を
理
由
に
再
調
査
を
棚
上
げ
し
た
ほ
か
、
我
が
国
の
対
北
朝
鮮

措
置
等
を
激
し
く
非
難
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
金キ

ム
・
ジ
ョ
ン
イ
ル

正
日
国
防
委
員
長
の
健
康
悪
化
説
が
喧
伝
さ
れ
、
そ
の
動

向
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
は
、
五
月
に
就
任
し
た
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
が
、
プ
ー
チ

ン
路
線
を
継
承
し
て
大
国
主
義
を
前
面
に
出
し
、
八
月
に
グ
ル
ジ
ア
に
侵
攻
す
る
な
ど
強
硬
な
姿
勢
を
示
し

ま
し
た
。
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
華
や
か
に
開
催
し
た
中
国
は
、
地
方
住
民
に
よ
る
抗
議
行
動
の
顕
然
化
な

ど
内
政
面
に
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
中
国
国
内
外
に
お
い
て
様
々
な
手
段
を
用
い
て
先
端
科
学
技
術
の
情

報
収
集
を
続
け
ま
し
た
。

　

国
内
で
は
、
過
激
派
が
大
衆
運
動
や
労
働
運
動
を
通
じ
て
組
織
の
維
持
・
拡
大
を
企
図
し
、
各
種
の
集
会

や
デ
モ
に
取
り
組
み
、
革
労
協
主
流
派
と
同
反
主
流
派
が
、
そ
れ
ぞ
れ
飛
翔
弾
を
発
射
す
る
「
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
」

事
件
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
右
翼
は
、
領
土
問
題
等
を
と
ら
え
関
係
国
首
脳
来
日
の
際
等
に
、
執
拗よ

う

に
抗

議
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
六
月
に
は
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
が
発
生
し
た
ほ
か
、
平
成
二
〇
年
八
月

末
豪
雨
を
始
め
と
す
る
突
発
的
な
豪
雨
が
各
地
で
発
生
す
る
な
ど
、
相
次
ぐ
自
然
災
害
に
よ
り
大
き
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
七
月
七
日
か
ら
九
日
に
か
け
て
、
北
海
道
洞
爺
湖
地
域
に
お
い
て
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ

る
と
と
も
に
、
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
関
係
閣
僚
会
議
が
国
内
八
箇
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
警
察
は
、

そ
の
総
力
を
挙
げ
て
万
全
の
態
勢
で
警
備
に
臨
む
と
と
も
に
、
警
備
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、

首
脳
等
の
身
辺
の
安
全
と
会
議
の
円
滑
な
進
行
の
確
保
と
い
う
課
せ
ら
れ
た
任
務
を
完
遂
し
ま
し
た
。

 

　

掲
載
内
容
は
、
特
に
記
載
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
平
成
二
〇
年
一
二
月
末
現
在
の
も
の
で
す
。

北海道洞爺湖サミットの警戒に当たる警察官


